







































24 言 語 と 文 化
　「世界に通用する紳士・淑女たれ」という創設者平生釟三郎の教育理念をもとに、外国
語教育の目的、目標を明確化にして、教育内容、教授法の見直し、「聞く」「話す」「読む」
「書く」の４技能をバランスよく育成するために開発した「学習者中心、双方向でコミュ
ニカティブな教授法」による「使える・話せる外国語教育」を徹底してきた。これにより、
単に二つの言語（英語と中国語など）が話せる人、いわゆるバイリンガルではなく、「バ
イカルチャー（言語だけではなく、二つの文化を理解できる人）」の卒業生を多数輩出し
ている。
　さらに、長年にわたり教職教育センターの教員養成科目を担当し情熱を持って授業を進
められ、受講生に教師という仕事に魅力を感じさせ英語教員免許取得者も増えた。通訳・
翻訳、グローバルな仕事を目指す国際的な視野を持つ学生も育ててきた。授業や課外活動
などにおいて中村教授の薫陶を受けた卒業生や留学生が世界中で活躍している。中村教授
の講義や演習は甲南大学生に限らず、多くの留学生に深い感銘を与えるものだった。
　中村教授は英語教育の域を超え、2001年４月～2003年３月１期２年にわたり、国際言語
文化センター所長の要職を務められ、教育改革に手腕を振るって、国際言語文化センター
の発展に多大な貢献をされ、優れた功績を残されている。
　中村教授は熱心に人を助け、「褒め上手」な先生である。立派な教授が、人生のよき先
輩が、ご勇退されることに不安も募るが、これまでご教示賜ったことを胸に刻み、甲南大
学のためにますます精進していきたい。
　結びに、中村教授の益々のご発展を祈願するともに、甲南大学国際言語文化センターに
対する長年のご貢献に感謝申し上げる。ご健康、ご長寿、ご多福を心からお祈り致し、筆
を置くことに致す。
